
号機（定格電気出力） 運転状況

1号機 廃止措置中（原子炉領域解体中）

2号機 廃止措置中（原子炉領域解体中）

3号機（110万kW） 点検停止中（2010.11.29～）

4号機（113.7万kW） 点検停止中（2012.1.25～）

5号機（138万kW） 点検停止中（2012.3.22～）

発電所の視察者数

616人（1月）
11,202人（今年度）

原子力館の来場者数

5,837人（1月）
94,882人（今年度）

発電所の状況

敷地面積：1.6km²
中部電力従業員数:705人
協力会社従業員数:2,235人

　

総括・広報グループ（平日9時～17時）
◇◇　ーーー　ご意見・ご感想はこちらまで　ーーー　◇◇　 原子力に関する情報は  ホームページでも

お知らせしています。窓口 0120 - 165 - 492 中部電力　原子力発電

不適切事案に係る対応状況について不適切事案に係る対応状況について

　この度の基準地震動策定に係る不適切事案に関し、地域の皆さまから発電所の安全性についてご
不安の声を多くいただいており、心よりお詫び申し上げます。こうした状況を踏まえ、本事案の内
容と現在の発電所の安全性について、地域の皆さまへの説明会を２月１９日より実施しています。

▲御前崎市佐倉地区での説明会

　当社の対応

　国の対応

＜２月１９日より地域の皆さまへの説明会を実施中＞

＜２月２５日　中部電力株式会社の不正行為に係る検査状況の報告（第１回目）＞

　当社本店へのこれまで２回の規制検査の状況について報告がありました。

２月１２日および１３日
　・原子力土建部を最初の検査対象部署とし、基準地震動策定業務がどのように実施されているの
　　かなどについて、提出された関係文書・記録等の内容をもとに事実関係や経緯等の聞き取りを
　　実施。
　・中部電力から提出された関係者のリスト等に基づき、原子力土建部内で本事案に関与していた
　　者へ事実関係や経緯等の聞き取りを実施。

＜規制検査の状況＞
１月２６日
　・本事案に関係している可能性がある部署への聞き取りを行い、関係者および文書・記録の
　　リストを示すよう指示。
　・基準地震動策定業務をどのような業務プロセスや品質管理体制で行っていたか聞き取りを
　　実施。

2026
中部電力 浜岡原子力発電所の情報をお届けします
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3

浜岡原子力館
HPはこちら！▼

浜岡原子力館 ユウユウシアター情報 上映期間　3月1日～3月31日  　　　　　　　　　　　　　　　

すみっコぐらし ひろい宇宙とオーロラのひかり 北極　輝ける氷の王国
10:30～、 15:00～　 13:30～

 雪と氷に覆われた不思議な世界、
北極。ホッキョクグマの氷上ダンス
や、仲睦まじいタテゴトアザラシの
親子、100 トンもの巨大なホッキ
ョククジラなど、大氷原の上と下に
織りなされる生きものたちと大自然
の真実の姿を捉えました。しかし、
地球温暖化によってその姿が急速に
変わりつつあります。環境を守るた
めに私たちが出来ることとは何か。
地球最北の地の今をいっしょに見つ
めてみましょう。

 「すみっコぐらし」がプラネタリウム
に登場します！ 
ある日、すみっコたちの元を訪ねてき
たのは世界中を旅しているともだちの
ぺんぎん(本物)。 ぺんぎん(本物)はす
みっコたちに、色々な土地を旅した思
い出を写真とともに語ってくれます。  
そのお話しから世界の不思議な土地や
広い宇宙を感じるすみっコたち。 みん
なで星を眺めたり、色んな世界のすみ
っこを想像してみたり…？ さらに、宇
宙の広さを感じたしろくまは、自分の
故郷のことを思い出すのですが…。 
さぁ、みんなもすみっコたちと一緒に
星空を巡る旅に出かけていきましょ
う。©2024 San-X Co., Ltd. All Rights Reserved. © BBC Studios Distribution Limited MMXXII

休館日　3月16日　　　　　　　



　
 

浜岡原子力発電所2号機取水路の埋め戻し工事の着手

（２０２６年２月３日）

　
 

　
 

浜岡原子力発電所　公開情報について浜岡原子力発電所　公開情報について

発電所トピックス発電所トピックス

　2月17日、緊急事態対策訓練を実施しました。今回は浜岡原子力発電所4号機（安全性向上対策工事
完了）運転中および3号機、5号機（安全性向上対策工事中）停止状態で、同時に重大事故等が発生し
たとの想定をし、内容を事前に明かさないブラインド方式で訓練を実施しました。当日は重大事故への
対応や通報訓練、避難誘導等を行い、災害対策組織や対策要員の対応能力の向上を図りました。

緊急時対策所での対応の様子 可搬型気象観測装置の設置の様子

　緊急事態対策訓練の実施

•当社は、燃料加工メーカーと浜岡原子力発電所におけるMOX燃料の加工契約を締結し、MOX燃
料60体（第2回製造分）を仏国で保管していましたが、これをメーカーに引き渡しました。な
お、当社は、将来必要な時期に再度燃料加工をおこないます。
•当該60体のMOX燃料については、中国電力が燃料加工メーカーから供給を受け、島根原子力発
電所で実施するプルサーマルに活用する予定です（注）。

注）当該60体に含まれるプルトニウムの所有権は当社から中国電力に移り、中国電力が仏国で保
有する同じ量のプルトニウムの所有権が中国電力から当社に移りました。

○プルトニウム利用計画（2025年度）（2026年2月20日）

　本日、電力11社（注1）は、日本原燃（株）の六ヶ所再処理工場およびMOX燃料工場の暫定操業計
画や昨年度からの状況変化を踏まえ、最新の「プルトニウム利用計画（注2）」を策定し電気事業連
合会がとりまとめました。
 
　当社は、現在、プルサーマルの導入時期を定める状況にありませんが、昨年度策定した計画と同
様、利用場所を「浜岡原子力発電所4号機」、年間利用目安量を「約0.6トンPut/年」としています。
当社は、「我が国におけるプルトニウム利用の基本的な考え方」に基づき、利用目的のないプルトニ
ウムは持たないとの原則の下、事業者間の連携・協力も含め、国内外のプルトニウムの利用促進・保
有量の削減に向けて、引き続き取り組んでまいります。
 
注1）北海道電力、東北電力、東京電力HD、北陸電力、関西電力、中国電力、四国電力、九州電力、
日本原子力発電、電源開発および当社

注2）「我が国におけるプルトニウム利用の基本的な考え方（2003年8月5日、2018年7月31日：原
子力委員会決定）」に基づき、電気事業者がプルトニウムの所有者、所有量及び利用目的を記載し公
表するものです。

○プルトニウム利用の促進に向けた当社の取り組み（2026年1月15日）

　○浜岡原子力発電所2号機取水路の埋め戻し工事の着手（2026年2月3日）
　 当社は、浜岡原子力発電所1、2号機について廃止措置第3段階の工事を進めており、2号機取水
路の埋め戻し工事の準備が整ったため、2月3日より工事に着手しました。今後も安全確保を最優先
に工事を着実に進めてまいります。また、1号機取水路の埋め戻しおよび1、2号機取水塔の撤去に
ついても詳細な検討および準備を進め、透明性を確保しつつ工事を実施してまいります。

○浜岡原子力発電所の2025年度低レベル放射性廃棄物の輸送の取り止め（2026年1月30日）

　当社は、2026年2月に予定していた低レベル放射性廃棄物の輸送を取り止めることとしました。

　【取り止めた内容】

　 2月21日18時14分、3号機主排気筒に設置している原子力施設用灯火（注）の異常を示す警報が
点灯したため、当社社員が現場を確認したところ、原子力施設用灯火4灯のうち、北側の1灯が消灯
していることを確認しました。このため、すみやかに設備を管轄する東京空港事務所へ、本事象の
連絡をおこないました。今後、準備が整い次第、当該原子力施設用灯火の点検をおこないます。
＜放射能の影響＞
本事象は外部への放射性物質の放出に関わる事象ではありません。

注）原子力施設用灯火は、原子力施設への航空機の接近を防止するためのもので、浜岡原子力発電
所には、3号機の主排気筒のみに設置されています。

　○浜岡原子力発電所4号機タービン建屋における水の漏えい（2026年2月25日）

　○浜岡原子力発電所3号機　主排気筒における原子力施設用灯火の点灯不良（2026年2月24日）

　2月24日17時08分、4号機タービン機器冷却水系（注）の冷却水を補給するタンクの水位上昇を
示す警報が点灯したことから、当社運転員が現場を確認したところ、4号機タービン建屋3階北東
エリア（放射線管理区域内）の排水桝付近で約10リットルの水たまり（約5m×約2m×厚さ約
1mm）を発見しました。原因は、当日実施したタンクへの水張り作業の影響により、タービン建
屋3階北東エリアの排水桝から溢れ出たものと推定しています。
　現在、排水桝からの水の漏えいは停止しており、漏えいした水の拭き取りは完了しています。
なお、漏えいした水の放射能測定の結果、放射能は検出されませんでした。今後、詳細な原因調査
をおこない、適切に対応してまいります。

＜放射能の影響＞
本事象による外部への放射能の影響はありません。
注）タービン機器冷却水系は、タービン系の機器（ポンプ、モータ等）の冷却を
おこなう系統です。系統内を循環する冷却水は、不純物を取り除いた水（脱塩水）
を用いており、放射能は含まれていません。

公開情報はこちらから
ご覧いただけます

○第1期工事
工事期間：2026年2月～2027年5月予定
工事内容：2号機取水路の発電所側および取水塔側の
一部を埋め戻す

○第2期工事
工事期間：第1期工事終了後に実施。
工事内容：第1期工事で埋め戻さなかった範囲を埋め戻す。

https://www.chuden.co.jp/resource/ham/260203%202usyusuiroumemodoshi.pdf
https://www.chuden.co.jp/resource/ham/260220purutoniumu.pdf
https://www.chuden.co.jp/resource/ham/260115%20purutoniumu.pdf
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浜岡原子力発電所　公開情報について浜岡原子力発電所　公開情報について

発電所トピックス発電所トピックス

　2月17日、緊急事態対策訓練を実施しました。今回は浜岡原子力発電所4号機（安全性向上対策工事
完了）運転中および3号機、5号機（安全性向上対策工事中）停止状態で、同時に重大事故等が発生し
たとの想定をし、内容を事前に明かさないブラインド方式で訓練を実施しました。当日は重大事故への
対応や通報訓練、避難誘導等を行い、災害対策組織や対策要員の対応能力の向上を図りました。

緊急時対策所での対応の様子 可搬型気象観測装置の設置の様子

　緊急事態対策訓練の実施

•当社は、燃料加工メーカーと浜岡原子力発電所におけるMOX燃料の加工契約を締結し、MOX燃
料60体（第2回製造分）を仏国で保管していましたが、これをメーカーに引き渡しました。な
お、当社は、将来必要な時期に再度燃料加工をおこないます。
•当該60体のMOX燃料については、中国電力が燃料加工メーカーから供給を受け、島根原子力発
電所で実施するプルサーマルに活用する予定です（注）。

注）当該60体に含まれるプルトニウムの所有権は当社から中国電力に移り、中国電力が仏国で保
有する同じ量のプルトニウムの所有権が中国電力から当社に移りました。

○プルトニウム利用計画（2025年度）（2026年2月20日）

　本日、電力11社（注1）は、日本原燃（株）の六ヶ所再処理工場およびMOX燃料工場の暫定操業計
画や昨年度からの状況変化を踏まえ、最新の「プルトニウム利用計画（注2）」を策定し電気事業連
合会がとりまとめました。
 
　当社は、現在、プルサーマルの導入時期を定める状況にありませんが、昨年度策定した計画と同
様、利用場所を「浜岡原子力発電所4号機」、年間利用目安量を「約0.6トンPut/年」としています。
当社は、「我が国におけるプルトニウム利用の基本的な考え方」に基づき、利用目的のないプルトニ
ウムは持たないとの原則の下、事業者間の連携・協力も含め、国内外のプルトニウムの利用促進・保
有量の削減に向けて、引き続き取り組んでまいります。
 
注1）北海道電力、東北電力、東京電力HD、北陸電力、関西電力、中国電力、四国電力、九州電力、
日本原子力発電、電源開発および当社

注2）「我が国におけるプルトニウム利用の基本的な考え方（2003年8月5日、2018年7月31日：原
子力委員会決定）」に基づき、電気事業者がプルトニウムの所有者、所有量及び利用目的を記載し公
表するものです。

○プルトニウム利用の促進に向けた当社の取り組み（2026年1月15日）

　○浜岡原子力発電所2号機取水路の埋め戻し工事の着手（2026年2月3日）
　 当社は、浜岡原子力発電所1、2号機について廃止措置第3段階の工事を進めており、2号機取水
路の埋め戻し工事の準備が整ったため、2月3日より工事に着手しました。今後も安全確保を最優先
に工事を着実に進めてまいります。また、1号機取水路の埋め戻しおよび1、2号機取水塔の撤去に
ついても詳細な検討および準備を進め、透明性を確保しつつ工事を実施してまいります。

○浜岡原子力発電所の2025年度低レベル放射性廃棄物の輸送の取り止め（2026年1月30日）

　当社は、2026年2月に予定していた低レベル放射性廃棄物の輸送を取り止めることとしました。

　【取り止めた内容】

　 2月21日18時14分、3号機主排気筒に設置している原子力施設用灯火（注）の異常を示す警報が
点灯したため、当社社員が現場を確認したところ、原子力施設用灯火4灯のうち、北側の1灯が消灯
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連絡をおこないました。今後、準備が整い次第、当該原子力施設用灯火の点検をおこないます。
＜放射能の影響＞
本事象は外部への放射性物質の放出に関わる事象ではありません。

注）原子力施設用灯火は、原子力施設への航空機の接近を防止するためのもので、浜岡原子力発電
所には、3号機の主排気筒のみに設置されています。

　○浜岡原子力発電所4号機タービン建屋における水の漏えい（2026年2月25日）

　○浜岡原子力発電所3号機　主排気筒における原子力施設用灯火の点灯不良（2026年2月24日）

　2月24日17時08分、4号機タービン機器冷却水系（注）の冷却水を補給するタンクの水位上昇を
示す警報が点灯したことから、当社運転員が現場を確認したところ、4号機タービン建屋3階北東
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なお、漏えいした水の放射能測定の結果、放射能は検出されませんでした。今後、詳細な原因調査
をおこない、適切に対応してまいります。

＜放射能の影響＞
本事象による外部への放射能の影響はありません。
注）タービン機器冷却水系は、タービン系の機器（ポンプ、モータ等）の冷却を
おこなう系統です。系統内を循環する冷却水は、不純物を取り除いた水（脱塩水）
を用いており、放射能は含まれていません。
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ご覧いただけます
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工事内容：2号機取水路の発電所側および取水塔側の
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容と現在の発電所の安全性について、地域の皆さまへの説明会を２月１９日より実施しています。

▲御前崎市佐倉地区での説明会

　当社の対応

　国の対応

＜２月１９日より地域の皆さまへの説明会を実施中＞

＜２月２５日　中部電力株式会社の不正行為に係る検査状況の報告（第１回目）＞

　当社本店へのこれまで２回の規制検査の状況について報告がありました。

２月１２日および１３日
　・原子力土建部を最初の検査対象部署とし、基準地震動策定業務がどのように実施されているの
　　かなどについて、提出された関係文書・記録等の内容をもとに事実関係や経緯等の聞き取りを
　　実施。
　・中部電力から提出された関係者のリスト等に基づき、原子力土建部内で本事案に関与していた
　　者へ事実関係や経緯等の聞き取りを実施。

＜規制検査の状況＞
１月２６日
　・本事案に関係している可能性がある部署への聞き取りを行い、関係者および文書・記録の
　　リストを示すよう指示。
　・基準地震動策定業務をどのような業務プロセスや品質管理体制で行っていたか聞き取りを
　　実施。

2026
中部電力 浜岡原子力発電所の情報をお届けします

March
3

浜岡原子力館
HPはこちら！▼

浜岡原子力館 ユウユウシアター情報 上映期間　3月1日～3月31日  　　　　　　　　　　　　　　　

すみっコぐらし ひろい宇宙とオーロラのひかり 北極　輝ける氷の王国
10:30～、 15:00～　 13:30～

 雪と氷に覆われた不思議な世界、
北極。ホッキョクグマの氷上ダンス
や、仲睦まじいタテゴトアザラシの
親子、100 トンもの巨大なホッキ
ョククジラなど、大氷原の上と下に
織りなされる生きものたちと大自然
の真実の姿を捉えました。しかし、
地球温暖化によってその姿が急速に
変わりつつあります。環境を守るた
めに私たちが出来ることとは何か。
地球最北の地の今をいっしょに見つ
めてみましょう。

 「すみっコぐらし」がプラネタリウム
に登場します！ 
ある日、すみっコたちの元を訪ねてき
たのは世界中を旅しているともだちの
ぺんぎん(本物)。 ぺんぎん(本物)はす
みっコたちに、色々な土地を旅した思
い出を写真とともに語ってくれます。  
そのお話しから世界の不思議な土地や
広い宇宙を感じるすみっコたち。 みん
なで星を眺めたり、色んな世界のすみ
っこを想像してみたり…？ さらに、宇
宙の広さを感じたしろくまは、自分の
故郷のことを思い出すのですが…。 
さぁ、みんなもすみっコたちと一緒に
星空を巡る旅に出かけていきましょ
う。©2024 San-X Co., Ltd. All Rights Reserved. © BBC Studios Distribution Limited MMXXII

休館日　3月16日　　　　　　　


